
Tユ

1番草のDCP.TDN含 量 (乾物%)の 推移

8.11

74,70

8 . 3

4 . 6 0

6 2 . 7 1

1 3 , 0

Ｐ

Ｎ

率

Ｃ
　
Ｄ

養

Ｄ
　
Ｔ

栄

Ｐ
　
Ｎ

率

6. 20 6. 30

4.56

67.73

1 3 。9

3 . 6 2

4 5 , 3 3

1 1 . 6

(2ケ 年平均 )

8. 10

1.82

48,94

30。2

3.40

44. 25

1 2 . 4

)牧車原料と天候

51参 )、主要イ

3.43

60_27

1 7 . 0

2.91

44.45

1 5 . 3

注)消 化率は日本標準飼料成分表 1975。 使用

5 ,首導上の留意点

チモンーは 1番草の利用に重点を置 く、少回数利用適草種であり、気象的には冷涼で少肥栽

培が条件の地常に適する。

4 関 連試験謙題名

草地の不」用法の違いが牧草生産に及ぼす影響に関する試験

(岩手畜試試験成績概要書 昭 和 51、 52年 度 )

5 参 考資料

革種標準差による出穂期の違い (50参 )草種別ヾネラル含有率 (50参

条件からみたヘーキュニパの年間操業 (50参 )、いね科牧草の出穂特性 (

ネ科牧草の飼料価置と生育時期 (青森畜試51年 プロッタ会議資料 )

イ ク リア ンライグラス の品種 と生 産 力

背景と特徴

イタリアンライグラスは1年生または越年生に属するイネ科牧革で、革Ⅲ造成におヤする保護

作物として、また早春における収量向上をねらいとして混発され、また耐湿性が強いことから

稲作転換飼料作物として導入されつつある。

こうした情勢の中で、イメリアンテイク
'ラスの品種を検討したところ、当地方において越冬

性生育収量性等から有望た品質がみられたので、普及上の参考に供する。

2 技 術の内容

1)品 種と越冬性

早生系品種ワ七アオパ、フキユグカの越冬性は25.5、40.5“と低く一般に中、晩生種の

越冬性は良好であった。たと冬率の慎は次のとお りである。

エース>ヒタ子アオパ>ヤマアオパ>オ"・パヒカリ>ナスヒカリ>ワセユグカ>ワ■ア,オ″ヽ

ユ 1 2 1 2 2 3

60.56 1 53.66

19.0 1  23. 7

15.`14

75.84

4 , 0

13.54

59.72

4 , 2

10.23

75。72

6 . 4

7.86

63.33

7 . 2

3 . sユ 1  3 . 3′1

`16.02 1 44.94

1ユ5 1品, 3
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イグリアンライグラス品種の来歴

北 睦 農 試

茨 城 津 試

山 口農 試

〃

雪印、札幌

邦系こ号

〃 4 号

商系 1号

友系 5号

山系 1号

〃 も号

品 種  名

フ セ ヒ カ リ

オ オパ ヒカ リ

フ 七 ア ォ パ

ヒグチア オパ

ワ セ ユ タ カ

ヤ マ ア オ パ

マ ン モ ス A

摘

早生

暁生

牲

晩生 4倍 体

早生 2倍 体

母'こと士三

〃  4倍 体!`

,4-倍体|

2)品 種と出穂開花特性

(1)出 穂娩期 る品種により5月 17～ 6月 2日 まで約 15日 間の巾

(?)出 穏 期 :  〃   6月 1～ 6月 10日 まで約 10日 間の巾

(3)開 花 期 :  〃   6月 7～ 6月 15日 まで約 8日 間の巾     |

オーチャードグラスに比較 してみると出穂始期では早生系イグリアンライグラスが 4日 早

く出穂期では逆に 4日 おくれ開花始期では 1～ 5日 早かったが、中、晩生種は出穂始期、開

花始期 ともなくれた。

出穂開花調査

＼
＼   項

  目

品1種
｀
L＼ 、、

出 稽

始僣)
L穂期

( o )

開 花

始摺)

始

数
本

一花

茎

開

期

始
単

御

花

の

開
期
文

スイセン開花
期からの日数

備  考
穏
期

出
始

出穂期
花
期

開
始

| ェ

ー ス

」可50日

5 , 1 7

6. 1

5 50

5 2 1

6. 2

5 27

6 . 5

6 . 1

6.10

6 . 1 0

6 . 1

6 . 3

6 . 1

6 . 1 5

る。 7

6.15

6 . 1 5

6. 7

6.15

6.12

127

255

555

507

24る

267

145

1 2 1 . 2

102.4

1 1 4 . 3

1 1 7 . 2

1 1 も. 8

95 8

125,1

5 5日

20

55

55

24

56

50

37目

55

44

44

35

42

55

49日

41

4?

47

41

47

4る,

今~ろヤ~ゝ1号
】
争
ミ
ブ!|

１

，
　

　

，３

２

　

　

２ 至ほ揖1釜隅号
４

　

　

６

２

　

　

２

５

　

　

５

２

　

４
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3)生 育収量

tD 革丈 R早生、中生、暁生系の順に革丈伸長が大きかった。

(り 収 社:乾物収曇早生系50～ 54点夕/aに 対し、中生晩螢採では56～ 134(7/aと 収

設が高かった。

生育収量調査
/a)

寸
＼ 第2回刈取

〈7/25)
ハ
日

＼
計

生草垂 草 丈 生草 乾物 数

1311.7

品イ壼名

ヒグチア オパ

ア セ ア オ パ

オ オバ ヒカ リ

ヤ マ ア オ パ

ワ セ ユ タ カ

ナ ス ヒ カ リ

エ  ー   ス

1 7 . 0

1 2 , 6

1 0 . 6

16. 5

1 3 . 8

1 3 . 3

17.ユ

24.5

76.5

42.5

4 1 . 0

59,5

58.3

4 . 0

365.0

137,5

コ30.0

280.0

138,8

462.8

425。4

108.6

112.0

97.2

109.5

1 1 6 . 6

77.0

14519

198.6

105。3

232.8

202.1

223.4

229。2

2 1 4 , 0

549.7

214.5

275,9

478.6

244.1

643.1

674.6

107.2

49,8

55.7

9 1 . 9

53.9

133.8

119.3

100,0

46.5

52.0

85.7

50.3

124.8

1 1 1 . 3

時期勇1障丈伸長量

4)品 種の総推評価

品種男吹 越冬性、生育収登からみて、 ヒタチァオ′玉 エース、 ナスヒカリが優れた特性を

示 した。

3 指 導上の留意点

1)1番 車の収穫通】出巾拡大、よ臣長作としての早生系イタリアンライグラスの選定は現状の!

品種でな越冬とか らみて泉中部以北での利用は難 しいっ

4 月 l b 日調

草 丈1生草量

121.2

102.4

114.8

117.2

116.8

95.8

123,T

項 目

品種名

丈草
7 1 5ヽ
5/ / 1 5 草 丈

シれ5～
6 / 1 5 草 友

6/15～

7/ 1 5 革 女
6 / 1 5～

″ 5
考備

4お 1粥 1日 当 6.15 1日 当 7.15 1日 当 7,25 1日 当

ヒ グ チ ア オ パ

ワ セ ア オ パ

オオパヒカリ

ヤ マ ア オ パ

ワ セ ユ タ カ

ナ ス ヒ カ リ

スエ

闘

1 船
1 ユ3 1 m 6

17.1163,上

1,44

1.21

0。91

1.12

1,13

1.24

1.54

121.2

102.4

114.8

117.2

116,8

95.8

123. 1

2.03

1.78

2.56

2.24

2.30

1.51

1.99

88,9

72.9

79.0

9 1 , 3

69。2

85.5

87.5

2 . 6 3

2 . 1 0

2.30

2.71

lf 97

2.52

2,58

9 1 . 5

77.3

89.9

100,3

78.2

9 1 . 6

1 0 1 . 3

2.04

1.68

2.00

2.26

1.71

2.04

2.53
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2)利 用年限は播種翌年で再生力が消滅吹 秋には再落種が必要であるが4倍体品種について

は永続性の調査が必要がある。

関連試験課題名

牧草の気象愚応試験 0草 種ならびに品種の出穂性 (昭和51～

参考資料

1)イ タリアンライグラス品種比較 (昭 52)山 形県畜試

2)      〃        (昭 52)茨 城県畜試

牧草地乾物生産 力の変動

1 背 景 と特徴

牧草地の生産力は牧草の種類利用年数、施月駄 気象条件等により左右され粗飼料確保上大き

な問題となっている。草地の種類別生産力ならびに経年における収量変動、時期別生産力につ

いて検討したので参考にする。

2 技 術の内容

1)乾 物生産力の経年変化 合末!用年次を経るに したがいいずれの草地とも減少かみ られた。

減少率はラジノク甲―パ>オーチャードグラス草播>放牧型混播>採草型混播の順

利用年次と乾物生産力
(均/a)"_

草地別 平 均

)岩 手畜試

乾 物

生産量

上

数

(% )

1

99,7

97.5

67.0

83.1

93.2

89.5

30,2

79.2

93

92

45

95

90,7

42.0

81,5

9 3

9 3

98.4

90.2

36.6

72.3

5 1 6 1  7 8

88.3

90。2

33.3

78.3

89

92

49

94

l o  l  l l

ｏｒｒ

採

」Ｃ

放

80,91 93.5

90.1 1 91.6

26.9 143.1

91

97

65

:j  l

94

93

81  1 94

92  1  94

7 1 (  ) . 1 9 亡1

革地別生産力 (利 用 1～ 11年 目)と 波収率

生産力 (乾物 ) 平均値を割

平 均 |る利用年次

減 収 率

(利用 1 0年目

19  %

8

60

13

オーチャー

採  草

ラ ジノ ク

放  牧

ドグラス単矯

型  混 播

ロー パ 単揺

型  混 揺

99.7

97.5

67.0

83.1

80.9

88,3

2G.9

7 2 . 3

9 3 . 5

9 1 . 6

r 1 5 , 1

7 8 . 1

6 年 目

7

0

4

or l 100

94.0

96.9

49.5

79.8

94

99

73

96

94.3

5 2 . 4

Sl,6

9 7

9 7
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